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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
平
成
二
十
九
年
度

	

全
法
連
功
労
者
表
彰
（
全
法
連
表
彰
）

	

常
任
理
事　

加
藤　

良
一	

（
株
）西
徳

	

理　
　

事　

加
藤　

昭
治	

（
有
）サ
ン
富
士
屋

◎
平
成
二
十
九
年
度

　

永
年
勤
続
役
職
員
功
労
者
表
彰

　
（
東
法
連
表
彰
）

	

常
任
理
事　

本
橋	

章
一
郎		

モ
ト
セ
イ
ホ
ー
ム（
有
）

	

常
任
理
事　

町
田　

光	

（
株
）町
田
硝
子
店

	

理　
　

事　

小
池　

道
子	

（
株
）イ
ナ
・エ
ス
テ
ー
ト

◎
平
成
二
十
八
年
度

　

会
員
増
強
功
労
者
表
彰（
東
法
連
表
彰
）

	

理　
　

事　

高
橋　

匡
史		

昌
南
貿
易（
株
）

	

理　
　

事　

長
谷
川	

隆
夫	

長
谷
川
運
送（
有
）

	

第
四
支
部

	

副
地
区
長　

加
藤　

洋
一		

（
株
）イ
オ
ン
サ
イ
エ
ン
ス

◎
第
六
回
総
会
会
長
表
彰
者

	

平
成
二
十
八
年
度
会
員
増
強
功
労
者
表
彰

	

第
一
支
部

	

副
地
区
長　

五
十
嵐	

隆
之	

（
株
）石
泉
ビ
ル

	

平
成
二
十
九
年	

通
常
総
会
で
の
受
彰
者

役員退任功労表彰の皆様東京都・全法連・永年勤続役職員・会員増強功労者の皆様

懇談会風景

小川練馬西税務署長の挨拶 髙橋会長の挨拶

本
日
は
、
公
益
社
団
法
人
練
馬
西
法
人
会
第
六
回
通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
こ
の
よ
う
に
大
勢
の
方
に
ご
参
会
を
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
ご
多
用
の
中
、
東
京
都
練
馬
都
税
事
務
所
長	

西
沢
潤
様
を
始
め
多
く
の
ご
来
賓

の
皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
に
就
任
し
、
丁
度
二
年
に
な
り
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
の
二
年
間
で
し
た
。
二
年
前

の
総
会
で
掲
げ
た
大
き
な
活
動
目
標
は
二
つ
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は「
組
織
の
強
化
」
で
あ

り
ま
す
。
八
つ
の
支
部
を
七
支
部
に
、
さ
ら
に
支
部
の
中
で
地
区
を
再
編
し
て
頂
く
、
ま
た

七
つ
の
委
員
会
を
東
法
連
の
委
員
会
組
織
に
倣
っ
て
六
つ
の
委
員
会
に
再
編
い
た
し
ま
し

た
。
双
方
と
も
に
運
用
す
る
に
あ
た
り
多
大
な
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
支

部
に
つ
い
て
は
支
部
長
を
中
心
に
、
委
員
会
に
於
い
て
は
委
員
長
を
中
心
に
大
き
な
問
題
も

な
く
事
業
に
取
組
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

そ
し
て
も
う
一
つ
重
要
課
題
と
し
て
提
案
を
さ
せ
て
頂
い
た
の
が「
会
員
数
の
減
少
」
で

あ
り
ま
す
。
当
会
は
二
十
六
年
の
歴
史
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
丁
度
二
十
年
前
に
は
会
員
数
は

四
千
五
百
社
を
数
え
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
の
四
月
時
点
で
実
に
二
千
二
十
六
社

に
激
減
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
な
ん
と
か
毎
年
減
り
続
け
て
い
る
会
員
数
を
純
増
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
、
昨
年
組
織
委
員
会
や
各
支
部
長
に
お
願
い
を
し
、
対
策
を
立
て
て
活
動
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
結
果
昨
年
は
六
十
七
社
の
会
員
を
新
た
に
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
成
功
い

た
し
ま
し
た
。

今
年
の
三
月
三
十
一
日
の
会
員
数
は
二
千
七
社
、
十
九
社
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
純
増
と
い
う
目
標
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し「
十
九
社
の
マ
イ
ナ
ス
」
は
、

近
年
の
会
員
数
減
少
の
中
に
あ
っ
て
大
き
く
改
善
さ
れ
た
と
言
え
ま
す
。

会
合
を
重
ね
、
そ
し
て
皆
さ
ん
方
の
努
力
、
会
を
上
げ
て
一
致
団
結
し
て
会
員
増
強
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
い
将
来
、
こ
の
練
馬
西
法
人
会
の
会
員
は
も
っ
と
も
っ
と
増
え

て
く
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
皆
さ
ん
方
に
も
ご
協
力
を
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
我
々
法
人
会
は「
税
務
協
力
団
体
」で
あ
り
ま
す
。
ま
た「
経
済
団
体
」

で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
地
域
の「
中
小
零
細
企
業
の
協
力
団
体
」
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と

も
っ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
為
に
は
、
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
様
方
を
中
心
と
し
て
、
会
員
お
一
人
お
一
人
の

協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
練
馬
西
法
人
会
の
事
業
に
ご
協
力
を
頂
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
そ
の
第
一
歩
と
い
た
し
ま
し
て
、
今
日
の
総
会
に
は
多
数
の
議
案
が
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ん
方
に
慎
重
審
議
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
平
成
二
十
九
年
度
の
事
業

の
ス
タ
ー
ト
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
練
馬
西
法
人
会
が
ま
す
ま
す
飛
躍
で
き
、
本
日
ご
列
席
の
皆
様

方
の
ご
事
業
の
繁
栄
と
、
ご
健
勝
を
祈
念
し
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

第
六
回
通
常
総
会
会
長
挨
拶

公
益
社
団
法
人	

練
馬
西
法
人
会	

会
長	

髙
橋	

利
充	

第 6 回 通常総会開催
　平成29年６月７日（水）練馬区立勤労福祉会館に於いて第６回通常総会が開
催され、小川練馬西税務署長他、多くの来賓及び会員のご出席を頂きました。
　総会は、初めに平成28年度事業・収支決算報告及び監査報告の件について審
議され承認されました。続いて任期満了に伴い新理事・監事の選出が可決されました。
　その後、29年度の事業計画・収支予算について報告がありました。第二部とし
て、感謝状・記念品の贈呈、ご来賓からのご祝辞を頂きました。総会終了後、直ち
に臨時理事会を開き、会長・副会長及び常任理事が決議により選任されました。
　懇談会では、前川練馬区長等のご祝辞を頂いた後、来賓と会員との和やかな
懇談の場となり、約180名の方々が参加されました。

代表として感謝状贈呈

	

第
一
支
部　

	

副
地
区
長　

矢
花　

伸
之	

（
株
）ワ
イ
プ
ラ
ス

	

第
二
支
部　

	

副
地
区
長　

武
田　

英
樹	

（
株
）タ
ケ
ダ
サ
ー
ビ
ス

	

第
三
支
部　

	

副
地
区
長　

礒
部	

翔
太
郎	

（
有
）ア
ト
リ
エ
翔

	

第
四
支
部　

	

副
地
区
長　

嶋
津　

泰
男	

（
有
）嶋
津
食
品
店

	

第
四
支
部	
		　
　

		　
　

早
坂　

香
織	

大
同
生
命

	

第
六
支
部　

	

副
支
部
長　

松
浦　

大
介	

（
株
）Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｈ

－Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

◎
第
六
回
総
会
会
長
表
彰
者	

役
員
退
任
功
労
者
表
彰

	

第
一
支
部　

副
会
長　

町
田　

勇　

		

町
田
商
事（
株
）

	

第
四
支
部	

副
会
長　

鈴
木	

美
津
惠	

（
株
）武
蔵
商
会

	

第
四
支
部　

副
会
長　

松
田　

清
明	

松
田
鋼
業（
株
）

	

第
六
支
部　

監　
　

事　

荒
木　

幸
夫	

京
北
産
業（
株
）

	

第
四
支
部　

常
任
理
事　

小
室	

由
紀
子	

（
有
）小
室
工
務
店

	

第
六
支
部　

常
任
理
事　

加
藤　

良
一	

（
株
）西
徳

	

第
一
支
部　

理　
　

事　

加
藤　

昭
治	

（
有
）サ
ン
富
士
屋

	

第
二
支
部　

理　
　

事　

出
竹　

潔　

	

（
有
）出
竹
塗
装

	

第
二
支
部　

理　
　

事　

星
野　

茂　

	

（
有
）星
野
興
産

	

第
三
支
部　

理　
　

事　

小
川　

登
朗	

（
有
）小
川
写
真
館

	

第
五
支
部　

理　
　

事　

平
澤　

潤
一	

平
澤
建
設（
株
）

	

第
五
支
部　

理　
　

事　

陳
尾　

友
行	

友
尾
興
産（
有
）

	

第
七
支
部　

理　
　

事　

下
山　

正
躬	

（
有
）く
ら
し
の
電
気
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平成28年度収支決算書及び
平成29年度収支予算書 平成29年度事業計画

平成 29 年度 事業計画

役員合同研修会

簿記研修会簿記研修閉講式

チャリティゴルフ大会

支部研修会

女性部会秋季研修会

青年部会野外研修会

源泉部会合同研修会

平成28年度　収支決算書

平成29年度　収支予算書

自　平成28年4月  1日
至　平成29年3月31日（単位：円）

自　平成29年4月  1日
至　平成30年3月31日（単位：円）

事業活動収支の部

2.事業活動支出

経常増減の部

科　　目 予算額 決算額 差　額 摘　要

1. 事業活動収入

（１）基本財産運用益 - - -

（２）特定資産運用益 1,500 2,457 -957 

（３）受取会費 20,550,000 19,860,950 689,050 

（４）事業収益 7,140,000 4,945,270 2,194,730 

（５）受取補助金等 12,026,200 10,400,763 1,625,437 

（６）受取負担金 0 748,630 -748,630 

（７）受取寄付金 0 105,991 -105,991 

（８）雑収益 450,000 1,578,663 -1,128,663 

経常収益計 40,167,700 37,642,724 2,524,976 

（１）税の知識の普及を目的とする事業 8,436,625 8,342,994 93,631 

（２）納税意識の高揚を目的とする事業 5,859,688 5,395,656 464,032 

（３）税制・税務に関する調査研究、提言目的事業 1,633,756 1,855,732 -221,976 

（４）地域企業の健全な発展に資する事業 2,352,079 2,641,417 -289,338 

（５）地域社会への貢献を目的とする事業 4,168,492 3,503,333 665,159 

（６）会員の福利厚生等に資する事業 1,328,348 1,538,477 -210,129 

（７）会員の交流等に資する事業 10,015,955 8,671,282 1,344,673 

（８）管理費 4,808,799 4,141,990 666,809 

事業活動支出計 38,603,742 36,090,881 2,512,861 

事業活動収支差額 1,563,958 1,551,843 12,115 

経
常
収
益

科　　目 H29 年度予算 H28 年度予算 差　額 備　考

（１）特定資産運用益 1,500 1,500 0 

（２）受取会費 19,500,000 20,550,000 -1,050,000 

（３）事業収益 4,939,900 7,140,000 -2,200,100 

（４）受取補助金等 11,642,600 12,026,200 -383,600 

（５）受取負担金 1,844,000 1,844,000 

（６）雑収益 385,000 450,000 -65,000 

経常収益計（Ａ） 38,313,000 40,167,700 -1,854,700 

経
常
費
用

科　　目 H29 年度予算 H28 年度予算 差　額 備　考

（１）公益目的事業 22,558,796 22,450,640 108,156 

（２）収益事業等 11,393,090 11,344,303 48,787 
（３）管理費 4,361,114 4,808,799 -447,685 

経常費用計（Ｂ） 38,313,000 38,603,742 -290,742 
当期経常増減額（A）－（Ｂ） 0 1,563,958 -1,563,958 

本 部 事 業
税金○×クイズと映画鑑賞 8月6日 （日） 関区民ホール

役員合同研修会 9月29日 （金） 勤労福祉会館

税制研修会 10月20日 （金） 勤労福祉会館

賀詞交歓会 平成30年1月24日 （水） ホテルカデンツア光が丘

同 好 会
ゴルフ同好会 地域交流ﾁｬﾘﾃｨｺﾞﾙﾌ大会 10月13日 （金）美里ロイヤルゴルフクラブ

協 賛 事 業
簿記３級初級講座（終了） 4月22日（土）～6月3日（土）（計６回） 法人会　会議室

年末調整説明会
11月8日 （水）午前午後 大泉学園ゆめりあホール

11月9日 （木）午前午後 上石神井南地域集会所

支 部 事 業
１支部研修会 7月5日 （水） 勤労福祉会館

２支部研修会 7月5日 （水） 勤労福祉会館

３支部研修会 9月6日 （水） 東京都民銀行 上石神井支店

４支部研修会 7月18日 （火） 東京信用金庫 武蔵関支店

５支部研修会 7月5日（水） 勤労福祉会館

６支部研修会 9月15日 （金） 西武信用金庫 大泉支店

７支部研修会 平成30年２月予定 大泉地域集会所

女 性 部 会 事 業
秋季研修会 10月18日（水） 勤労福祉会館

新春研修会 平成30年1月31日（水） 勤労福祉会館

青 年 部 会 事 業
野外研修会 7月9日（日）

租税教室 11月～平成30年２月 区内小学校

献血大会 11月15日（水） 練馬西税務署駐車場内

秋季研修会 9月13日（水） ユメ ミライ カフェ

源 泉 部 会 事 業

研修会

6月16日 （金） 練馬西税務署

8月23日（水）税制委員会との合同研修会 勤労福祉会館

9月28日 （木） 勤労福祉会館

11月2日 （木） 練馬西税務署

12月8日 （金） 練馬西税務署

平成30年2月2日 （金） 勤労福祉会館
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第6回通常総会新人事 第6回通常総会新人事

　

さ
る
六
月
七
日
開
催
の
総
会
で
役
員
の
改
選
が
あ

り
次
の
と
お
り
新
役
員
が
決
定
致
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）○
印
は
新
任

 

■
本
部
役
員

会　
　
　

長	

　

髙
橋　

利
充	

（
株
）ア
プ
ロ
ー
ズ

副　

会　

長	

　

森　
　

武
士	

森
成
建
設（
株
）

　
　

〃	

○
丸
山　

晶
子	
（
医
）遼
山
会	

関
町
病
院

　
　

〃	

○
本
橋
章
一
郎	

モ
ト
セ
イ
ホ
ー
ム（
有
）

　
　

〃　
　

	

　

荒
井　

秋
海	

（
株
）オ
オ
ツ
カ　
　

　
　

〃	

○
井
口　

昌
光	

井
口
運
送（
株
）

 

■
常
任
理
事

第	

一	

支	

部	

長	

○
高
橋　

匡
史	

昌
南
貿
易（
株
）

第	

二	

支	

部	

長	

○
長
谷
川
隆
夫	

長
谷
川
運
送（
有
）

第	

三	

支	

部	

長	

　

町
田　
　

光	

（
株
）町
田
硝
子
店

第	

四	

支	

部	

長	

　

大
森　

重
男	

大
政
木
材（
株
）

第	

五	

支	

部	

長	

○
髙
橋　

雄
二	

（
有
）ユ
ー
・
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

第	

六	

支	

部	

長	

○
山
﨑　

史
郎
（
株
）Y
・
S
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

第	

七	

支	

部	

長	

○
吉
田
久
美
子	

（
株
）宝
建
工
務
店

総	

務	

委	

員	

長	

　

井
口　

博
一	

（
有
）い
ぐ
ち

青	

年	

部	

会	

長	

○
小
松　

隆
浩	

小
松
電
気
工
事（
株
）

女	

性	

部	

会	

長	

　

金
山　

仁
子	

（
株
）太
平
建
設

源	

泉	

部	

会	

長	

○
浅
井
洋
一
郎	

（
株
）佃
屋

第
六
回	

通
常
総
会
新
人
事
決
ま
る

三
部
会	

新
人
事

総
務
副
委
員
長	

　

小
澤　

英
雄	

（
株
）小
澤
葬
祭

厚
生
副
委
員
長	

　

坂
口
亀
一
郎	

（
株
）若
杉
工
務
店

 

■
監
　
事

監　
　
　

事	

　

新
井　

友
和	

（
株
）ア
ラ
イ
建
物
管
理

　
　

〃	

○
本
橋　

義
雄	

山
義
食
品
工
業（
株
）

 

■
理
　
事

【
第
一
支
部
】

地　

区　

長	

○
岩
渕　

隆
裕	

河
北
運
輸（
株
）

　
　

〃	

○
矢
花　

伸
之	

（
株
）ワ
イ
プ
ラ
ス

　
　

〃　
　

	

　

藤
島　

秀
憲	

藤
島
建
設（
株
）

【
第
二
支
部
】

地　

区　

長	

○
日
髙　
　

浩	

（
株
）日
高
設
備
工
業　

　
　

〃	

○
小
池　

道
子	

（
株
）イ
ナ
・
エ
ス
テ
ー
ト

　
　

〃	

○
本
橋　

研
一	

（
株
）プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
・
モ
ト
ハ
シ

　
　

〃	

○
茅
吹
圭
一
郎	

（
有
）茅
吹
医
療
器
械
店

【
第
三
支
部
】

地　

区　

長	
○
内
田　

勲	

光
栄
工
業（
株
）

　
　

〃	
○
礒
部
翔
太
郎	

（
有
）ア
ト
リ
エ
翔

　
　

〃	

　

田
中　
　

進	

田
中
造
園（
株
）

【
第
四
支
部
】

地　

区　

長	

　

内
田　

明
仁	
税
理
士
法
人
内
田
会
計

　
　

〃	

　

金
山　

友
也	

（
株
）太
平
建
設

　
　

〃	

　

髙
橋　

佳
子	

マ
ー
テ
ル
ハ
ウ
ス（
株
）

　
　

〃	

　

橋
本　

好
生	

（
有
）マ
リ
ブ

幹　
　
　

事	

　

松
田　

一
朗	

松
田
鋼
業（
株
）

　
　

〃	

　

本
橋　

研
一	

（
株
）プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
・
モ
ト
ハ
シ

　
　

〃	

　

下
田　

守
広		

F
ス
リ
ー
S（
株
）

　
　

〃	

　

五
十
嵐
隆
之	

（
株
）石
泉
ビ
ル

　
　

〃	

　

関
口　
　

誠	

（
株
）セ
キ
グ
チ
プ
ラ
ネ
ッ
ト

　
　

〃	

○
草
間	　

恵
子	（
株
）メ
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

　
　

〃	

○
松
浦　

大
介
（
株
）H
I
G
H-

F
I
V
E

　
　

〃	

○
上
村　

充
司
（
有
）上
む
ら
商
店

会	

計	

監	

査	

　

小
澤　

伸
一	

（
株
）武
蔵
野
企
画

　
　

〃	

　

茅
吹
圭
一
郎	

（
有
）茅
吹
医
療
器
械
店

 

■
源 

泉 

部 

会

部　

会　

長	

○
浅
井
洋
一
郎	

（
株
）佃
屋

副	

部	

会	

長	

　

髙
橋　

佳
子	

マ
ー
テ
ル
ハ
ウ
ス（
株
）

　
　

〃	

○
小
山　

恵
子	

（
医
）ユ
ー
ク
レ
イ
ジ
ア
会

　

	
	

	

　
　

小
山
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

〃	

○
井
口
由
美
子	

井
口
ポ
リ
エ
チ
レ
ン（
株
）

　
　

〃	

○
櫻
井　

守
人	

（
有
）シ
ル
バ
ー
館

幹　
　
　

事	

○
林　
　

隆
一	

（
株
）太
平
洋
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス

	
	

　
　
　

		

シ
ル
バ
ー
シ
テ
ィ
石
神
井
北
館

　
　

〃	

　

加
藤　

孝
子	

（
株
）加
山

　
　

〃	

○
亀
井　

利
男	

日
章
テ
ッ
ク（
株
）

　
　

〃	

○
和
﨑　

健
治
（
株
）建
和

　
　

〃	

○
田
中　

明
美	

（
株
）悠
悠
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

 

■
女 

性 

部 

会

部　

会　

長	

　

金
山　

仁
子	

（
株
）太
平
建
設

副	

部	

会	

長	

　

森
田　
　

緑	

（
有
）森
田
中
山
建
築
設
計
事
務
所

　
　

〃	

　

小
島　

玲
子	

（
有
）ロ
ー
レ
ラ
イ　
　

　
　

〃	

○
本
橋
世
紀
子	

（
有
）サ
ン
・
ア
ー
バ
ン

幹　
　
　

事	

　

琴
坂　

益
代	

河
北
運
輸（
株
）

　
　

〃	

　

北
垣
江
利
子	

太
平
観
光（
株
）

　
　

〃	

　

小
松　

律
子	

小
松
電
気
工
事（
株
）

　
　

〃	

　

野
田　

栄
子	

（
有
）野
田
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

　
　

〃	

○
岩
澤　
　

薫	

創
栄
ア
ー
ティ
ッ
ク（
有
）

 

■
青 

年 

部 

会

部　

会　

長	

○
小
松　

隆
浩	

小
松
電
気
工
事（
株
）
　

副	

部	

会	

長	
		

小
池　

道
子	

（
株
）イ
ナ
・
エ
ス
テ
ー
ト

　
　

〃	

　

田
中　

則
雄	

（
株
）小
関
田
中
園

　
　

〃	

　

金
山　

友
也
（
株
）太
平
建
設

　
　

〃	

○
佐
藤　

洋
一	

（
有
）栄
泉

　
　

〃	

○
北
川　
　

潤	

日
本
エ
ヌ
テ
ィ
ア
ー
ル（
株
）

　
　

〃	

○
小
林　

輝
道	

ア
ル
フ
ァ
丸
嶋
不
動
産（
株
）

会	

計	

幹	

事	

○
内
田　

達
雄	

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
く
れ
ー
べ
る

　
　

〃	

○
田
中　

喜
芳	

田
中
空
調（
株
）

幹　
　
　

事	

　

高
橋　

匡
史	

昌
南
貿
易（
株
）
　

　
　

〃	

　

山
下　

嘉
正	

（
有
）東
京
ヤ
マ
ハ
ツ
商
事

【
第
五
支
部
】

地　

区　

長	

　

鈴
木　

昌
一	

（
有
）ベ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ

　
　

〃	

○
平
野　

喜
芳	

（
有
）昭
代
ビ
ル

　
　

〃	

○
齊
藤　

信
一	

（
株
）宝
積

　
　

〃	

　

瀧
島　
　

彰	

（
有
）タ
キ
シ
マ
工
業

【
第
六
支
部
】

地　

区　

長	

　

横
山　

龍
子	

（
株
）横
山
技
建

　
　

〃	

　

曽
我　

幸
弘	

（
株
）曽
我
工
業

　
　

〃	

　

佐
藤　

公
明	

（
株
）あ
わ
家
惣
兵
衛

【
第
七
支
部
】

地　

区　

長	

　

榎
本　

精
一	

（
有
）エ
ノ
モ
ト

　
　

〃	

○
岩
澤　
　

薫	

創
栄
ア
ー
ティ
ッ
ク（
有
）

　
　

〃	

○
柏
崎　
　

強	

（
株
）か
し
わ
ざ
き

【
副
委
員
長
】

広
報
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

副	

委	

員	

長	

　

小
澤　

伸
一	

（
株
）武
蔵
野
企
画

厚
生
共
益
事
業

副	

委	

員	

長	

　

山
下　

嘉
正	

（
有
）東
京
ヤ
マ
ハ
ツ
商
事

女	

性	

部	

会	

副	

部	

会	

長	

○
森
田　
　

緑	

（
有
）森
田
中
山
建
築
設
計
事
務
所

青	

年	

部	

会	　

副	

部	

会	

長	

○
田
中　

則
雄	

（
株
）小
関
田
中
園

　
　

〃	

○
佐
藤　

洋
一
（
有
）栄
泉

 

第
六
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、

　
理
事（
役
員
）を
退
任
さ
れ
た
皆
様

　　

永
年
練
馬
西
法
人
会
の
役
員
と
し
て
ご
活
躍
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
当
法
人
会
の
発
展
に
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
事
業
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。

副　

会　

長　

鈴
木
美
津
惠	

（
株
）ト
ラ
ン
ピ
ッ
ト

　
　

〃　
　
　

松
田　

清
明	

松
田
鋼
業（
株
）

　
　

〃　
　
　

町
田　
　

勇	

町
田
商
事（
株
）

監　
　
　

事　

荒
木　

幸
夫　

京
北
産
業（
株
）

常	

任	

理	

事　

加
藤　

良
一　
（
株
）西
徳

　
　

〃　
　
　

小
室
由
紀
子	

（
有
）小
室
工
務
店

理　
　
　

事　

阿
部　

財
智	

東
財
建
設（
株
）

　
　

〃　
　
　

加
藤　

昭
治	

（
有
）サ
ン
富
士
屋

　
　

〃　
　
　

関　
　

克
巳	

ス
テ
ッ
プ
情
報
シ
ス
テ
ム（
株
）

　
　

〃　
　
　

出
竹　
　

潔	

（
有
）出
竹
塗
装

　
　

〃　
　
　

星
野　
　

茂	

（
有
）星
野
興
産

　
　

〃　
　
　

小
川　

登
朗	

（
有
）小
川
写
真
館

　
　

〃　
　
　

平
澤　

潤
一	

平
澤
建
設（
株
）

　
　

〃　
　
　

陳
尾　

友
行	

友
尾
興
産（
有
）

　
　

〃　
　
　

下
山　

正
躬	

（
有
）く
ら
し
の
電
気

　
　

〃　
　
　

高
本　

昌
典	

高
本
木
材（
株
）

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。



河村　真紀
総務課長

武田　俊一
総務課長補佐

村上　一義
法人１統括官

佐々木　実
法人３統括官

河合　孝幸
法人１上席（審理）
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税務署からのお知らせ
税理士会ニュース 税務署からのお知らせ

※賛は賛助会員です。

税
理
士
会
ニ
ュ
ー
ス

会
社
を
経
営
す
る
う
え
で
節
税
対
策
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

節
税
対
策
に
は
様
々
な
手
法
が
あ
り
ま
す
が
主
だ
っ

た
対
策
と
し
ま
し
て
は
、

・
未
払
費
用
、
短
期
前
払
費
用
を
年
度
内
に
損
金
計

上
す
る

・
出
張
旅
費
規
程
を
整
備
す
る（
前
号
掲
載
）

・
研
究
・
開
発
等
に
関
す
る
各
種
優
遇
税
制
の
利
用

・
減
価
償
却
資
産
の
購
入
は
中
古
品
を
検
討
す
る

・
不
要
固
定
資
産
、棚
卸
資
産
の「
売
却
損
」「
除
却
損
」

「
評
価
損
」を
計
上
す
る

・
従
業
員
に
決
算
賞
与
を
支
給
す
る

・
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
に
加
入
す
る

・
法
人
向
け
の
生
命
保
険
・
医
療
保
険
に
加
入
す
る

な
ど
、
法
人
税
の
節
税
方
法
に
は
、「
そ
の
効
果
が
恒

久
的
か
」「
現
金
支
出
を
伴
う
か
」「
い
つ
実
施
す
る
か
」

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
恒
久
的
か
つ
現
金
支
出
を
伴
わ
な
い
方

法
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
会
社
に
年
間
の
売
上
ピ
ー
ク
が
通
年
特
定

時
期
と
決
ま
っ
て
い
れ
ば
節
税
対
策
が
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
そ
の
期
の
収
益
予
想
が
し
や
す
く
、
節
税
対

策
を
す
る
た
め
の
時
間
が
取
れ
る
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
六
月
が
繁
忙
期
で
売
上
が
ピ
ー
ク
と
な
る
の

で
あ
れ
ば
、
開
始
事
業
年
度
を
六
月
に
変
更
す
れ
ば
、

決
算
月
の
五
月
ま
で
の
間
に
十
分
な
対
策
が
で
き
ま
す
。

　

決
算
期
は
定
款
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
株
主
総
会
の
承
認
を
得
た
の
ち
、
株
主
総
会
議

事
録
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
承
認
を
得

た
の
ち
決
算
期
を
変
更
し
税
務
署
へ
届
出
を
す
れ
ば

恒
久
的
に
効
果
は
続
き
ま
す
。

　

た
だ
し
年
度
終
了
後
す
ぐ
に
繁
忙
期
の
ピ
ー
ク
が

き
ま
す
の
で
、
帳
簿
書
類
の
整

理
・
入
力
等
は
溜
め
込
ま
ず
、

常
日
頃
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

渡辺浩章 広報部長

練
馬
西
税
務
署
長

　

	

平
川　

伸
一

　

残
暑
の
候
、
公
益
社
団
法
人
練
馬
西
法
人
会

の
皆
様
方
に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
七
月
の
人
事
異
動
で
財
務
省
財
務
総
合

政
策
研
究
所
か
ら
参
り
ま
し
た
平
川
で
ご
ざ
い

ま
す
。
前
任
の
小
川
署
長
同
様
ご
高
配
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

髙
橋
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員
の
皆

様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
の
円
滑
な
運

営
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る

ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
正
し
い
税
知
識

の
普
及
と
税
の
啓
発
活
動
や
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
事
業
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
特
に
昨
年
は
、
小
学
生
を
対
象
と
し

た
二
十
一
校
に
及
ぶ
租
税
教
室
の
実
施
や

三
九
五
作
品
も
の
応
募
が
あ
っ
た
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な

活
動
は
、
納
税
意
識
の
向
上
を
図
る
上
で
、
非

常
に
重
要
な
も
の
と
考
え
て
お
り
、
貴
会
の
皆

様
の
こ
う
し
た
ご
尽
力
に
対
し
ま
し
て
、
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
の
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
経
済
社
会
の
国
際
化
、
広
域
化
、
高
度
情

報
化
の
急
速
な
進
展
な
ど
、
一
層
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
私
ど
も
税
務
署
は
、「
適
正
・

公
平
な
課
税
と
徴
収
」
に
努
め
る
と
と
も
に
、

法
律
の
改
正
等
に
つ
い
て
は
、
広
報
や
相
談
に

十
分
応
じ
ら
れ
る
体
制
を
と
り
、
皆
様
の
ご
理

解
と
信
頼
を
得
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
導

入
さ
れ
、
さ
ら
に
は
平
成
三
十
一
年
十
月
か
ら

は
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
と
と
も
に
軽
減
税

率
制
度
の
導
入
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
は
、
多
数
の
事
業
者
や
納
税

者
の
方
々
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
制

度
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
周
知
・

広
報
活
動
が
よ
り
一
層
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
貴
会
と
の
連
携
・
協
調
が
、
よ
り

大
切
な
も
の
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
引
き
続
き
ご
理
解
と

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
公
益
社
団
法
人
練
馬
西
法

人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
並
び

に
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁
栄

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
◆
◆	

着
任
の
ご
挨
拶	

◆
◆
◆

新幹部職員紹介

練馬西税務署（新旧）幹部職員名簿
平成29年7月10日発令

職　　名
新　任　者 前　任　者

氏　名 前　任　地 氏　名 転　出　先

署　　　長 平川　伸一 財務省 財務総合
政策研究所 小川　峰夫 ご勇退

副　署　長 池田　　誠 留　任 池田　　誠 留　任

総 務 課 長 河村　真紀 武蔵府中 徴収１統括官 柳田　啓市 足　立 総務課長

総務課長補佐 武田　俊一 局　査察部 査察15査察官 五殿　三記 東京国税
不服審判所

法人1 統括官 村上　一義 麹　町 法人５統括官 上園　義久 局　総務部 事務管理第二課
課長補佐

法人 2 統括官 武富　　靖 留　任 武富　　靖 留　任

法人 3 統括官 佐々木　実 東村山 法人４統括官 柳沢　　司 退　職
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社長さんこんにちは社長さんこんにちは

地
域
に
根
ざ
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
店	

　

株
式
会
社
キ
バ
ナ
デ
ザ
イ
ン
は
、
主
に
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
を
行
う
会
社
と
し
て
平
成
二
十
六
年
七
月
に
法

人
化
い
た
し
ま
し
た
。
以
前
は
妻
が
個
人
事
業
と
し
て

同
名
の
会
社
を
運
営
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
法
人
化
に

伴
い
私
が
代
表
に
就
き
ま
し
た
。
以
来
、
若
輩
な
が
ら

夫
婦
共
に
手
探
り
で
且
つ
手
作
り
感
覚
を
も
っ
て
日
々

邁
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

弊
社
は
地
域
に
根
ざ
し
た
温
か
み
の
あ
る
サ
ー
ビ

ス
を
心
が
け
、
お
住
い
の
困
り
ご
と
を
デ
ザ
イ
ン
の

視
点
か
ら
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
や
丁
寧
で
且
つ
地

道
な
手
仕
事
に
よ
っ
て
解
決
し
て
ゆ
く
と
い
っ
た
リ

フ
ォ
ー
ム
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

社
名
の
キ
バ
ナ
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
右
記
の
理
念
か

ら
生
ま
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。

　

キ
バ
ナ
は
い
わ
ゆ
る
黄
色
い
花
で
す
。
名
前
も
知

ら
な
い
路
傍
の
花
、
派
手
さ
は
な
い
け
ど
ひ
っ
そ
り

と
咲
く
な
ご
み
の
花
た
ち
。
気
が
つ
け
ば
し
っ
か
り

と
根
を
張
り
暮
ら
し
の
中
に
溶
け
込
ん
で
ゆ
く
存
在
。

私
ど
も
の
事
業
も
そ
ん
な
形
で
地
域
に
溶
け
込
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

名
前
に
デ
ザ
イ
ン
と
入
れ
て
い
る
の
は
私
ど
も
の

こ
だ
わ
り
で
す
。
文
字
通
り
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
と
い

う
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
人
と
人
、
人
と
モ
ノ
を
つ

な
げ
る
の
も
デ
ザ
イ
ン
の
力
と
捉
え
、
そ
う
い
っ
た

力
を
集
め
て
お
客
様
に
驚
き
と
喜
び
を
お
届
け
し
た

い
。
と
い
う
気
持
ち
も
含
め
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
元
々
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
や
金
属
工
房
で
制
作
、

設
計
等
の
仕
事
に
就
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も

自
分
の
力
だ
け
で
は
た
い
し
た
モ
ノ
に
な
ら
な
い
わ
け

で
し
て
、
様
々
な
知
恵
と
力
を
集
め
て
は
じ
め
て
良
い

も
の
が
出
来
て
ゆ
く
と
云
う
こ
と
を
経
験
し
て
き
ま
し

た
。
そ
う
い
っ
た
モ
ノ
づ
く
り
に
お
け
る
貴
重
な
体
験

は
、
自
分
自
身
の
原
点
で
あ
り
指
標
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
同
じ
気
持
ち
で
仕
事
を
続
け
、
諸
先

輩
方
を
始
め
、
様
々
な
方
の
お
力
を
拝
借
し
つ
つ
、

お
客
様
と
の
幸
せ
な
出
会
い
、
そ
し
て
地
道
な
努
力

を
以
て
地
域
に
根
ざ
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
店
と
な
る
よ

う
頑
張
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

家
を
雨
か
ら
守
る

　

西
大
泉
で
建
築
板
金
業
を
営
ん
で
お
り
ま
す
株

式
会
社
ル
フ
モ
と
申
し
ま
す
。

　

社
名
の
由
来
は
、
単
純
に
ド
コ
モdocom

o
を
真

似
て
ル
ー
フroof

にm
o

を
付
け
てroofm

o
と
し
た

も
の
で
す
。
今
後
の
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
も
見
据
え
、

株式会社
キバナデザイン

〔
第
五
支
部
〕

南
大
泉
四
|
十
三
|
四

電
話
〇
三-

三
八
六
七-

〇
一
八
七

代
表
取
締
役  

松
川
　
智
彦

〔
第
五
支
部
〕

西
大
泉
三
|
三
十
三
|
八

大
泉
ウ
エ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
二
〇
三

電
話
〇
三-

六
九
〇
四-

四
〇
九
二

代
表
取
締
役  

大
隅
　
智

株式会社
ルフモ

ド
メ
イ
ン
や
日
本
の
企
業

と
し
て
被
ら
な
い
社
名
を
。

と
考
慮
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
三
番
目
に
有
名
な

m
o

に
な
っ
て
や
る
…
そ
う

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ス
ー

モ
様
や
パ
ス
モ
様
に
先
を
越

さ
れ
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
弊
社

の
ほ
う
が
後
発
だ
と
思
い
ま

す
が
。

　

と
こ
ろ
で
私
、
大
隅
が
建

築
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
は
学
生
時
代
、
ア
ル
バ
イ

ト
で
建
設
現
場
に
入
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

今
で
も
覚
え
て
い
る
の
は
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
パ
チ

ン
コ
店
新
築
工
事
の
電
気
工
事
、
東
京
プ
リ
ン
ス

で
空
調
配
管
の
改
修
工
事
手
伝
い
で
す
。

　

そ
の
時
に
他
業
種
入
り
混
じ
り
巨
大
な
一
つ
の

も
の
を
造
る
こ
と
へ
の
面
白
さ
を
知
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
進
路
を
建
築
へ
絞
り
、
専
門
学
校
へ
。

卒
業
後
は
監
督
と
し
て
様
々
な
経
験
を
積
み
後
に

建
築
板
金
業
を
営
む
親
方
の
も
と
で
二
十
年
近
く

働
き
円
満
に
個
人
事
業
を
立
ち
上
げ
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
は
賛
助
会
員
と
し
て
法
人
会
に
も
加

入
さ
せ
て
頂
き
、
地
域
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
頂
き
翌
年
に
は
法
人
設
立
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
以
前
消
防
団
で
部
長
ま
で
や
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
経
験
も
有
り
、
地
域
の
活
動
に
も
お
声
が

け
頂
き
、
職
種
の
違
う
方
々
や
同
業
の
方
と
の
貴

重
な
お
話
な
ど
を
聞
け
る
機
会
も
増
え
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
創
業
間
も
な
い
会
社
で
あ
り
ま
す
が

『
家
を
雨
か
ら
守
る
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
有
能
な
職

人
を
育
て
未
来
に
向
け
て
持
続
的
に
成
長
し
続
け

る
企
業
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

成長し続ける企業を目指します

存
在
感
の
あ
る
信
用
金
庫
を
目
指
し
て

　

当
支
店
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月「
東
邦
信
用

金
庫
大
泉
支
店
」
と
し
て
開
業
し
、
平
成
四
年
四

月「
平
成
信
用
金
庫
大
泉
支
店
」
を
経
て
、
現
在
の

「
西
武
信
用
金
庫
大
泉
支
店
」
に
至
る
ま
で
約

四
十
三
年
間
、
大
泉
エ
リ
ア
で
営
業
し
て
お
り
ま

す
。

　

大
泉
エ
リ
ア
は
、

人
口
減
少
社
会
の
中
、

人
口
流
入
が
今
で
も

続
き
、
宅
地
開
発
が

盛
ん
で
、
周
辺
に
企

業
も
多
く
、
と
て
も

活
気
の
あ
る
地
域
で

す
。
ま
た
、
都
市
農

家
も
あ
り
、
地
主
様
、

資
産
家
様
も
多
く
、

円
滑
な
事
業
承
継
、

資
産
承
継
が
地
域
を

発
展
さ
せ
る
為
に
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

西
武
信
用
金
庫
は
、「
お
客
様
セ
ン
タ
ー
」
を
中

核
と
し
て
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
課
題
解
決
の
提

案
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
当
支
店
は
、
円
滑
な
資

産
承
継
に
向
け
、
連
携
し
て
い
る
専
門
家
と
様
々

な
相
談
に
乗
れ
る
よ
う
に
、
日
々
お
客
様
へ
の
提

案
活
動
に
注
力
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
と
も
、
ご

相
談
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

実
は
、
当
庫
は
練
馬
に
大
泉
支
店
一
店
舗
し
か

無
く
、
ま
だ
ま
だ
存
在
感
の
薄
い
信
用
金
庫
と
個

人
的
に
は
感
じ
て
お
り
ま
す
。
一
店
舗
し
か
無
い

か
ら
こ
そ
、存
在
感
の
あ
る
信
用
金
庫
に
、支
店
に
、

支
店
長
に
な
れ
る
様
に
、
誠
心
誠
意
、
精
進
し
て

参
り
た
い
所
存
で
す
。

　

活
気
の
あ
る
地
域
、
お
客
様
と
働
け
る
こ
と
を

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
拙
い
紹
介
で
す
が
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
何
卒
よ
ろ

し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
完
工
時
に「
と
て
も
綺
麗
に
な
っ
た
。

い
い
職
人
さ
ん
た
ち
ば
か
り
で
よ
か
っ
た
」
な
ど
お
褒

め
の
言
葉
を
い
た
だ
く
と
、
あ
り
が
た
く
思
う
と
同

時
に
、
初
心
を
忘
れ
ず
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
努
力
と
勉
強
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
う
所
存
で
す
。

　

現
在
に
至
る
ま
で
多
く
の
建
設
会
社
様
や
お
客
様
、

ま
た
仲
間
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
恩
を
忘
れ
ず
感
謝
し
な
が
ら
、
仕
事
を
し
練

馬
地
域
の
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
少
し
で
も
お
返

し
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
・
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

初
心
を
忘
れ
ず　

日
々
勉
強

　

弊
社
は
、
株
式
会
社
設
立
平
成
二
十
五
年
と
ま
だ

若
い
会
社
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
父
親
が
塗
装
会
社

を
経
営
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
十
代
か
ら
こ
の
職
業

に
就
き
、
職
業
歴
は
三
十
年
に
な
り
ま
す
。

　

父
親
の
塗
装
会
社
は
、
長
男
が
継
ぎ
ま
し
た
の
で
、

次
男
の
私
は
二
十
代
で
独
立
し
会
社
設
立
に
至
り
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
塗
装
・
防
水
工
事
を
中
心
に
一
般
住
宅
か

ら
大
規
模
修
繕
ま
で
、
様
々
な
プ
ラ
ン
と
施
工
を
お

客
様
に
ご
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
練

馬
の
み
な
ら
ず
一
都
六
県
を
中
心
と
し
毎
日
現
場
に

出
て
お
り
ま
す
。

　

塗
装
工
事
は
最
後
に
現
場
に
入
る
職
人
で
、
お
客

様
に
と
っ
て
は
十
年
～
十
五
年
に
一
度
の
工
事
で
す
。

　

お
客
様
が
日
々
、
直

接
目
で
見
て
肌
に
触

れ
て
暮
ら
し
て
い
る
場

所
を
施
工
し
て
お
り
、

気
配
り
や
思
い
や
り

が
無
い
と
良
い
仕
事

は
で
き
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

従
業
員
一
同
、
私
の

思
い
を
理
解
し
プ
ロ
意

識
を
持
ち
、
日
々
頑

気配り・思いやりとプロ意識

〔
第
六
支
部
〕

大
泉
学
園
町
七
|
十
五
|
七

電
話
〇
三-

三
九
二
一-

六
七
一
一

支
店
長

鈴
木
　
悟
史

西武信用金庫
大泉支店

ご相談をお待ちしております

〔
第
六
支
部
〕

大
泉
学
園
町
五
|
十
三
|
四

電
話
〇
三-

六
七
九
四-

一
〇
九
五

代
表
取
締
役  

荒
木
　
亮
次

株式会社
荒木工業
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支部・部会・委員会
活動報告

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
鹿
児
島
大
会

「
第
十
二
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
鹿
児
島

大
会
に
参
加
し
て
」

　

四
月
七
日(

金)

鹿
児
島
の
城
山
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

全
国
よ
り
女
性
部
会
員
一
、七
〇
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

練
馬
西
法
人
会
女
性
部
も
三
名
参
加
し
ま
し
た
。
朝
早
く

の
飛
行
機
で
鹿
児
島
空
港
に
着
き
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く

の
雨
で
景
色
も
何
も
見
え
な
い
状
態
で
し
た
。

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は「
輝
け
女
性
！
そ
の
風
は
南
か
ら
」

　

女
性
の
活
躍
こ
そ
が
将
来
の
日
本
を
支
え
る
、
今
後
の

経
済
成
長
の
原
動
力
に
な
る
よ
う
、
鹿
児
島
か
ら
女
性
が

輝
く
時
代
を
切
り
ひ
ら
こ
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
大
会
式
典
。
第
二
部
で
の
記
念
講
演
は
、
元

国
税
庁
長
官	

林
信
光
氏
、
演
題
は
「
明
日
の
社
会
と
税
金

を
語
る
～
霞
が
関
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
ま
で
～
」

　

第
三
部
懇
親
会
で
は
郷
土
豊
か

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
雰
囲
気
が
盛

り
上
が
る
中
、
参
加
者
の
交
流
の
輪

も
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

　

次
回
開
催
県
連
の
山
梨
へ
大
会

旗
の
伝
達
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
式
場
の
会
場
ス
ペ
ー
ス
に

は
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
優
秀
作
品
の
展
示
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。	

（
金
山	

仁
子
）

女
性
部
会 

報
告
会

「
役
員
増
で
新
ス
タ
ー
ト
！
」

　

四
月
十
二
日（
水
）第
六
回
女
性
部
会
報
告
会
が
勤
労
福

祉
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
練
馬
西
税
務
署
よ
り
、
池
田
副
署
長
、
上

園
第
一
統
括
官
、
土
田
上
席
調
査
官
を
お
迎
え
致
し
ま
し

た
。

さ
れ
ま
し
た
。
今
期
で
退
任
す
る
坂
口
部
会
長
と
小
澤
副

部
会
長
へ
の
花
束
の
贈
呈
が
あ
り
、
お
礼
の
挨
拶
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
役
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ひ
と
り

ず
つ
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

気
が
付
け
ば
時
間
の
経
過
も
早
く
、
最
後
に
坂
口
部
会
長
の

閉
会
挨
拶
で
無
事
報
告
会
が
終
了
し
ま
し
た
。	

（
小
澤	

伸
一
）

第
三
十
回
照
姫
ま
つ
り（
公
益
事
業
委
員
会
） 

「
練
馬
西
法
人
会
・
間
税
会
と
共
催
出
展
」

　

四
月
二
十
三
日（
日
）石
神
井
公
園
に
於
い
て
照
姫
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
日
ま
で
の
雨
が
嘘
の
よ
う
な
好
天
に
恵
ま
れ
、
間
税
会

の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
早
朝
か
ら
準
備
を
行
い
、
昨
年
同
様

「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」で
小
学
生
を
対
象
に「
税
金
ク
イ
ズ
」と

「
一
億
円
の
レ
プ
リ
カ
」で
重
さ
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
、

長
い
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。

　

昨
年
は
バ
ル
ー
ン
が
貰
え
な
か
っ
た
の
で
早
め
に
来
ま
し

た
と
い
う
方
も
あ
り
、
昨
年
よ
り
風
船
の
量
を
増
や
し
ま
し

た
が
、そ
れ
で
も
十
五
時
く
ら
い
に
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

西
税
務
署
よ
り
小
川
署
長
、
池
田

副
署
長
、上
園
第
一
統
括
官
、土
田
上

席
調
査
官
の
四
名
の
応
援
激
励
を
頂

き
ま
し
た
。
練
馬
西
間
税
会
と
の
共

催
で
、
総
勢
四
十
名（
事
務
局
五
名

含
む
）の
参
加
が
あ
り
、
十
時
よ
り

十
五
時
ま
で
お
手
伝
い
を
頂
き
ま
し

た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。	

（
事
務
局
）

租
税
教
育
活
動（
青
連
協
第
四
ブ
ロ
ッ
ク
）

「
税
金
ク
イ
ズ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
in
と
し
ま
え
ん
開
催
」

　

今
年
で
四
回
目
。
今
や
恒
例
に
な
り
つ
つ
あ
る「
と
し
ま
え

ん
」で
の
租
税
教
育
活
動
が
、
四
月
二
十
三
日（
日
）快
晴
の

下
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
、〇
〇
〇
枚
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
カ
ー
ド
と
、一
、〇
〇
〇
名
分
の
景
品
を
準
備
し
、
十

　

ま
た
本
部
よ
り
髙
橋
会
長
、
荒
井

副
会
長
に
も
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

冒
頭
、金
山
部
会
長
よ
り
ご
挨
拶
が
あ

り
、こ
の
一
年
間
を
振
り
返
り
、
行
事
、

運
営
に
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
無
事

終
了
で
き
た
と
お
礼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
二
十
九
年
度
事
業
計
画
の

発
表
が
あ
り
、秋
と
春
の
研
修
会
の
充

実
と「
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」へ
の
参
加
者
を
目
標
五
百
名

以
上
と
設
定
し
、役
員
一
同
で
力
を
あ
わ
せ
成
功
さ
せ
て
い
く

決
意
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
前
期
役
員
メ
ン
バ
ー
八
人
全

員
と
新
た
に
一
名
増
員
さ
れ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
参
り
ま
す
。

　

終
了
後
に
お
い
し
い
お
料
理
を
い
た
だ
き
な
が
ら
楽
し
い

懇
談
会
が
あ
り
、
無
事
に
報
告
会
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

	

（
森
田	

緑
）

源
泉
部
会 

報
告
会

「
第
六
回
源
泉
部
会
報
告
会
を
開
催
」

　

源
泉
部
会
で
は
、
四
月
十
三
日
（
木
）
十
六
時
よ
り
勤

労
福
祉
館
会
議
室
に
お
い
て
第
六
回
源
泉
部
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
丸
山
部
会
長
の
挨
拶
の
後
、
部
会
長
の

議
長
の
も
と
、「
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
」「
平
成

二
十
八
年
度
収
支
報
告
」「
二
十
九
年
度
事
業
計
画
報
告
」

の
順
に
滞
り
な
く
報
告
が
行
わ
れ
、
異
議
・
質
問
等
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

又
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
年
に
当
た
り
、
副

部
会
長
の
人
数
を
五
名
以
内
と
す
る
規
約
改
正
も
含
め
、

新
役
員
の
報
告
と
承
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
二
十
八
年
度
研
修
会

四
回
以
上
出
席
者
十
四
名
に
記
念

品
（
ク
オ
カ
ー
ド
）
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
の
方
、
練
馬
西
税
務

署
よ
り
池
田
副
署
長
、
練
馬
西
法
人

会
よ
り
髙
橋
会
長
に
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

閉
会
の
辞
の
後
、
全
員
で
の
写
真
撮
影
を
行
い
懇
親
会

へ
と
進
み
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
新
部
会
長
・
浅
井
洋
一
郎
よ
り
挨
拶
の

後
、
練
馬
西
法
人
会
副
会
長
・
松
田
清
明
様
に
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
練
馬
西
税
務
署
よ
り
上
園
第
一
統
括
官
の
乾

杯
の
ご
発
声
の
も
と
、
和
や
か
に
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

途
中
、
今
回
退
任
さ
れ
ま
す
役
員
、
松
田
副
会
長
・
丸

山
部
会
長
・
赤
木
幹
事
へ
、
新
部
会
長
よ
り
花
束
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
も
進
ん
だ
頃
、
亀
井
幹
事
と
上
園
第
一
統
括
官
よ

り
、
楽
し
い
ク
イ
ズ
の
出
題
が
あ
り
、
会
場
が
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
井
口
幹
事
の
挨
拶
が
あ
り
、
第
六
回
源
泉
部
会

報
告
会
の
懇
親
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。	（
井
口	

由
美
子
）

青
年
部
会 

報
告
会

「
新
体
制
で
の
役
員
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
」

　

四
月
十
八
日（
火
）Ｏ
Ｚ
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
に
て
、
第

六
回
青
年
部
会
報
告
会
を
開
催
致

し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
練
馬
西
税
務
署
よ

り
、
池
田
副
署
長
・
上
園
第
一
統
括

官
・
土
田
上
席
調
査
官
を
お
迎
え
致

し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
部
よ
り
髙
橋

会
長
・
森
副
会
長
に
も
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

任
期
終
了
と
な
る
坂
口
部
会
長
よ
り
、
こ
の
二
年
間
を

振
り
返
り
皆
に
協
力
頂
い
た
お
礼
と
、
今
後
も
更
な
る
飛

躍
を
期
待
す
る
青
年
部
会
へ
の
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
担
当
が
二
十
八
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
報

告
。
ま
た
、
二
十
九
年
度
の
事
業
計
画
案
の
報
告
が
行
わ

れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
そ
の
後
行
わ
れ
、
新
部

会
長
に
小
松
隆
浩
が
選
出
さ
れ
、
副
部
会
長
・
幹
事
を
紹

介
し
、
全
て
原
案
通
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
新
部
会
長
よ
り
開
会
の
挨

拶
が
あ
り
、
今
後
の
青
年
部
会
へ
の
目
標
な
ど
を
お
話
し

新役員の紹介報告会に参加した皆さん

小松新部会長の挨拶

ゆるキャラと一緒に

あ
り
、
終
了
後
要
望(
案)
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
今

年
度
の
練
馬
西
法
人
会
平
成
三
十
年
度
税
制
改
正
要
望

は
、
一
．
消
費
税
の
改
正
に
関
す
る
要
望（
軽
減
税
率
制
度

導
入
の
反
対
・
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
導
入
の
反
対
）、

二
．
外
形
標
準
課
税
の
中
小
企
業
へ
の
不
適
用
、
三
．
少
額

減
価
償
却
資
産
特
例
の
拡
充
と
恒
久
化
及
び
償
却
資
産
税

課
税
対
象
資
産
か
ら
の
除
外
、
以
上
三
件
に
決
定
し
ま
し

た
。
最
後
に
加
藤
委
員
に
よ
り
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
勉

強
会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
も
勉
強
会
は
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。	

（
丸
山	

晶
子
）

野
外
研
修
会（
源
泉
部
会
）

「
国
立
印
刷
局
東
京
工
場
見
学
と
旧
古
川
庭
園
散
策
」

　

五
月
十
六
日（
火
）野
外
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

絶
好
の
野
外
研
修
日
和
に
恵
ま
れ
た
気
持
ち
良
い
朝
、

参
加
者
二
十
二
名
を
乗
せ
た
バ
ス
は
定
刻
通
り
に
出
発
し

ま
し
た
。
車
中
で
は
、
丸
山
部
会
長
の
挨
拶
で
幕
が
開
き
、

は
じ
め
て
の
参
加
者
も
い
る
の
で
自
己
紹
介
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
最
初
の
研
修
は
源
泉
部
会
恒
例
「
税
金
ク
イ

ズ
」
全
部
で
五
問
の
三
択
問
題
で
し
た
。
軽
減
税
率
、
相
続

税
、
扶
養
控
除
、
租
税
問
題
、
果
て
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
問
題

ま
で
多
岐
に
わ
た
る
出
題
に
皆
さ
ん
頭
を
悩
め
て
お
り
ま

し
た
。
難
題
が
多
く
、
残
念
な
が
ら
全
問
正
解
者
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
上
位
の
方
に
は
丸
山
部
会
長
よ
り
記
念
品

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、パ
ル
・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社	

木
村
副
社

長
に
よ
る「
コ
ラ
ー
ゲ
ン
・
ト
リ
ペ
プ

チ
ド
の
は
た
ら
き
」を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
お
肌

を
美
し
く
保
つ
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
み

な
さ
ん
興
味
津
々
で
し
た
。

　

国
立
印
刷
局
に
到
着
す
る
と
印
刷

局
の
職
員
に
よ
る
映
像
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
、
局
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
紙
幣
を
つ
く
っ
て
い
る
の
は

時
の
開
園
と
同
時
に
カ
ー
ド
を
配
付
。

　

税
金
に
関
す
る
問
題
を
解
い
て
も

ら
い
、
園
内
三
ヵ
所
の
ブ
ー
ス
を
ま
わ

り
、
最
後
に
ゴ
ー
ル
ブ
ー
ス
で
景
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
子
供
に
は
少

し
難
し
か
っ
た
の
か
、
ご
家
族
の
方
に

聞
い
た
り
し
な
が
ら
問
題
を
解
い
て
い

た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
こ
の
日
は
、

石
神
井
公
園
で「
照
姫
ま
つ
り
」
も
開

催
。
そ
の
中
、
練
馬
西
税
務
署
よ
り
、

小
川
署
長
・
池
田
副
署
長
・
上
園
第
一

統
括
官
・
土
田
上
席
調
査
官
の
皆
様
が
、
視
察
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
地
点
で
は
、「
イ
ー
タ
君
」「
け
ん
た
く

ん
」「
ね
り
丸
く
ん
」が
参
加
し
、子
供
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。

午
後
二
時
頃
に
は
用
意
し
た
景
品
の
配
付
も
終
了
し
、
無
事

に
活
動
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。	

（
小
澤	

伸
一
）

税
制
改
正
要
望
勉
強
会（
税
制
税
務
委
員
会
）

「
平
成
三
十
年
度
税
制
改
正
要
望
に
関
す
る
勉
強
会
」

　

五
月
八
日(

月)

平
成
三
十
年
度
税
制
改
正
要
望
に
関
す

る
勉
強
会
が
、法
人
会
事
務
局
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
佐
藤
委
員
の
司
会
で
丸
山
税
制
税
務
委
員
長

の
挨
拶
が
あ
り
、
四
月
に
税
制
改
正
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
結
果
、
昨
年
の
四
十
一
件
よ
り
上
回
る
五
十
八
件
の
回

答
が
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
税
制
税
務
委
員
会
で
要
望

(

案)

を
作
成
し
、
本
日
の
勉
強
会
と
な
っ
た
経
緯
が
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
東
京
税
理
士
会
練
馬
西
支
部
、
税
理
士
川
名
亘

司
様
よ
り
、
Ⅰ
．
消
費
税
の
改
正
に
関
す
る
要
望
、
Ⅱ
．
外

形
標
準
課
税
の
中
小
企
業
へ
の
不
適
用
、
Ⅲ
．
交
際
費
課

税
制
度
の
見
直
し
、
Ⅳ
．
少
額
減
価

償
却
資
産
特
例
の
拡
充
と
恒
久
化
及

び
償
却
資
産
税
課
税
対
象
資
産
か
ら

の
除
外
、
Ⅴ
．
役
員
給
与
の
損
金
算

入
規
定
の
見
直
し
に
つ
い
て
考
察
を

盛
り
込
ん
だ
わ
か
り
や
す
い
説
明
が

第 4 ブロック全員で記念撮影

当会ブース前に大勢の人だかり

国立印刷局東京工場見学

講師の税理士川名亘司様
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二
十
九
年
四
月
一
日
～
移
転
前
の
所

轄
税
務
署
長
へ
の
届
け
だ
け
で
良

く
な
っ
た
事
、
財
形
非
課
税
住
宅

(

年
金)
貯
蓄
申
告
書
を
出
し
た
人

で
災
害
等
の
事
由
で
そ
の
貯
蓄
の

払
出
を
行
う
場
合
、一
定
の
要
件
の

下
そ
の
利
子
に
課
税
さ
れ
な
い
事
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

給
与
に
関
す
る
源
泉
徴
収
で
は
、
労
務
の
対
価
が
給
与

所
得
と
事
業
所
得
の
ど
ち
ら
に
該
当
す
る
の
か
を
具
体
的

に
解
説
。
給
与
所
得
と
な
っ
た
場
合
に
源
泉
徴
収
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

月
々
の
源
泉
徴
収
事
務
と
し
て
は
、「
給
与
所
得
者
の
扶

養
控
除
等
申
告
書
」
に
よ
り
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親

族
等
の
確
認
の
後「
源
泉
徴
収
税
額
表
」で
源
泉
徴
収
税
額

を
計
算
し
、
徴
収
し
、
記
録
し
て「
給
与
所
得
等
の
所
得
税

徴
収
高
計
算
書(

納
付
書)

」
で
源
泉
所
得
税
を
納
付
し
ま

す
。

　

平
成
三
十
年
分
以
降
の
配
偶
者
控
除
の
見
直
し
で
は
、

給
与
所
得
者
の
所
得
合
計
が
九
百
万
円
以
下
の
場
合
は
現

行
通
り
で
す
が
、
九
百
万
円
を
超
え
る
と
配
偶
者
控
除
の

額
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
配
偶
者
特
別
控
除
の
対

象
と
な
る
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
が
三
十
八
万
円
超

百
二
十
三
万
円
以
下
と
さ
れ
、
そ
の
控
除
額
は
給
与
所
得

者
の
所
得
金
額
で
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
扶
養

親
族
等
の
数
の
数
え
方
も
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
扶
養
控
除
等
申
告
書
」
の
提
出
に
よ
り
受
け
る
事
が

出
来
る
所
得
控
除
の
種
類
と
注
意
事
項
も
伺
い
ま
し
た
。

　

少
し
ず
つ
変
わ
る
源
泉
所
得
税
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
源
泉
徴
収
事
務
に
役
立
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
和
﨑
幹
事
よ
り
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
次
回
、

第
二
回
研
修
会
、
八
月
二
十
三
日(

水)

税
制
委
員
会
と
の

合
同
研
修
会
の
お
知
ら
せ
を
し
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。	

	

（
井
口	

由
美
子
）

支部・部会・委員会
活動報告

支部・部会・委員会
活動報告

九
十
二
名
で

し
た
。

　

短
い
時
間

で
は
あ
り
ま

す
が
、
少
し
で

も
街
の
為
に

な
れ
ば
と
思

い
清
掃
活
動

を
し
て
お
り

ま
す
。
私
達
が

活
動
す
る
姿

を
見
て
一
人
で

も
多
く
の
方

が
意
識
を
し

て
頂
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　

次
回
の
駅

前
清
掃
は
九

月
九
日（
土
）

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。	

（
事
務
局
）

第
七
支
部 

バ
ス
研
修
会

「
新
緑
の
山
梨
へ　

あ
じ
さ
い
観
賞
と
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
」

　

六
月
十
四
日(

水)

、
三
十
名
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
バ

ス
研
修
会
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
は
下
山
さ
ん
の
さ
わ
や
か
な
司
会
で
始
ま

り
、
吉
田
支
部
長
・
荒
井
副
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
税
金
ク
イ
ズ
で
は
多
く
の
方
が
優
秀
な
成
績
で
終

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
初
の
目
的
地
、
妙
法
寺
に
到
着
、
山
の
高
台
に
立
つ

お
寺
は
由
緒
あ
る
文
化
財
で
様
式
は
桃
山
期
、
武
田
家
の

祈
願
寺
と
し
て
ひ
と
き
わ
高
い
寺
格
を
物
語
る
歴
史
的
お

寺
と
の
事
で
す
。
見
学
を
し
て
歩
い
て
い
る
と
、
か
わ
い

い
色
と
り
ど
り
の
あ
じ
さ
い
が
咲
き
は
じ
め
て
い
ま
し

た
。
来
週
に
は
盛
大
に
あ
じ
さ
い
祭
り
を
開
催
す
る
そ
う

わ
ん
ぱ
く
相
撲
練
馬
区
大
会（
青
年
部
会
）

「
熱
い
戦
い
！
わ
ん
ぱ
く
相
撲
」

　

五
月
二
十
一
日（
日
）
光
ヶ
丘
体
育
館
に
て
、
練
馬
区
青

年
会
議
所
が
主
催「
第
四
十
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
」練
馬
区

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

練
馬
西
法
人
会
青
年
部
か
ら
は
、
小
松
部
会
長
、
田
中

（
則
）、
北
川
、
田
中（
喜
）、
日
高
、
下
田
、
松
浦
、
佐
藤
の

八
名
が
大
会
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
お
昼
か
ら
の
手
伝
い
で
し
た
が
、
既
に
会
場
で
は

子
供
達
の
熱
い
戦
い
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

い
ま
ま
で
相
撲
を
し
た
事
の
な
い
子
供
達
は
、
当
た
っ

て
砕
け
ろ
精
神
で
突
進
す
る
子
や
、「
ま
わ
し
」
を
取
り
、

が
っ
ぷ
り
四
つ
に
な
り
寄
り
切
り
等
で
勝
敗
を
決
め
る
子

も
い
ま
し
た
。

　

ど
こ
か
で
習
っ
て
た
の
で
し
ょ
う
か
？
「
叩
き
込
み
」の

よ
う
に
、
子
供
た
ち
が
組
む
前
に
、
相
手
の
肩
や
背
中
を

叩
い
て
倒
す
技
を
出
す
子
供
も
い
ま
し
た
。

　

当
会
か
ら
も
、
田
中
喜
芳
さ
ん
の
お
子
さ
ん（
秀
虎
く
ん	

一
年
生
）も
飛
び
込
み
で
出
場
し
ま
し
た
。

　

三
回
戦
ま
で
勝
ち
進
み
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ま
で
い

き
ま
し
た
が
、
健
闘
虚
し
く
敗
退
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
負
け
た
子
供
達
を
見
て
い

て
も
、
真
剣
勝
負
で
悔
し
い
の
か
泣

き
出
す
子
も
い
ま
し
た
。

　

束
の
間
で
す
が
子
供
た
ち
の
、
真

剣
な
眼
差
し
を
、
見
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。		

（
佐
藤	

洋
一
）

簿
記
講
習
会
　
閉
講
式

「
感
謝
」と「
感
謝
」

　

四
月
二
十
二
日
か
ら
六
月
三
日
ま
で
の
土
曜
日
、
午
前

九
時
半
か
ら
午
後
四
時
ま
で
の
長
時
間
講
習
を
全
六
回
開

催
し
、
十
九
名
の
申
込
が
あ
り
十
四
名
が
全
受
講
、
三
名

が
五
回
受
講
、
一
名
が
四
回
受
講

と
非
常
に
熱
心
に
受
講
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
例
年
八
月
開
催
か
ら

四
月
開
催
に
、
夕
方
か
ら
土
曜
日

の
一
日
講
習
に
変
更
し
、
こ
の
三

年
で
は
一
番
多
く
の
方
に
参
加
し

て
頂
き
ま
し
た
。
短
期
集
中
講
座

と
安
い
と
い
う
こ
と
が
大
き
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
来
年
は
早
め
に
告
知
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
閉
講
式
の
最
終
日
に
は
十
六
名
の

方
に
修
了
書
を
今
野
先
生
か
ら
、
ク
オ
カ
ー
ド
を
吉
田
副

委
員
長
か
ら
手
渡
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

蔵
方
商
工
会
議
所
事
務
局
長
か
ら
挨
拶
を
頂
き
、
今
野

先
生
か
ら
講
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
軽
食
の
懇
談
会
を
持
ち
和
や
か
に
簿
記
講
座

の
感
想
を
頂
き
、
来
年
も
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
「
お
仲
間
」
に
宣
伝
し
て
く
だ
さ
い
と
笑
い
の

中
で
終
了
し
ま
し
た
。
受
講
者
の
皆
さ
ん
に
は
六
月
十
一

日
の
試
験
に
臨
む
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。
先
日
、
受

講
生
の
方
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
速
報
で
「
合
格
」
が
確

認
で
き
た
と
「
感
謝
」
の
お
手
紙
を
頂
き
ま
し
た
。
私
ど

も
が
「
感
謝
」
で
す
。	

（
事
務
局
）

駅
前
清
掃（
公
益
事
業
委
員
会
）

「
少
し
で
も
街
の
た
め
に
」

　

六
月
十
日
（
土
）
今
年
度
第
一
回
目
の
駅
前
清
掃
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

梅
雨
入
り
も
発
表
さ
れ
雨
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
天

気
も
良
く
大
勢
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
参
加
下
さ
っ
た
皆
様
い
つ
も
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
練
馬
西
税
務
署
か
ら
上
園
第
一
統
括
官
、
土
田

上
席
調
査
官
が
石
神
井
公
園
駅
・
大
泉
学
園
駅
に
て
ご
挨

拶
を
頂
き
、
清
掃
に
も
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
大
泉
学
園
駅
三
十
二
名
、
石
神
井
公
園
駅

二
十
一
名
、
上
石
神
井
駅
十
八
名
、
武
蔵
関
駅
二
十
一
名
、
計

印
刷
局
、
貨
幣
を
つ
く
っ
て
い
る
の
は
造
幣
局
、
印
刷
局
で

は
紙
幣
の
他
に
官
報
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
切
手
、
印
紙
な
ど
を
つ

く
っ
て
い
る
こ
と
に
皆
様
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
紙
幣
の
製
造

工
程
に
目
を
見
張
り
、
職
員
に
多
く
の
質
問
を
し
て
お
り
ま

し
た
。
そ
し
て
約
十
キ
ロ
あ
る
一
億
円
の
束
を
持
ち
上
げ
て

記
念
撮
影
。
国
立
印
刷
局
は
明
治
四
年
以
来
、
百
四
十
年
以

上
の
長
き
に
わ
た
り
日
本
の
お
札
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
向
か
っ
た
の
は
バ
ス
で
数
分
の
飛
鳥
山
公
園
に
位
置

す
る
渋
沢
史
料
館
で
す
。
渋
沢
栄
一
の
活
動
を
広
く
紹
介
す

る
博
物
館
と
し
て
一
九
八
二
年
に
開
館
し
た
渋
沢
史
料
館
は

渋
沢
栄
一
の
生
涯
と
事
績
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
渋
沢
庭
園
に
現

存
す
る
青
淵
文
庫
や
晩
香
廬
は
国
指
定
重
要
文
化
財
と

な
っ
て
お
り
、
主
に
渋
沢
邸
を
訪
れ
た
賓
客
を
も
て
な
す
た

め
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
は
王
子
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
北
区
の
シ
ン
ボ
ル「
北
と
ぴ

あ
」十
七
階
に
あ
る
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
山
海
亭
で
都
内
の
景

色
を
一
望
し
な
が
ら
美
味
し
い
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ラ
ン
チ
の
後
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
イ
ム
。
都
内
最
古
と
評

さ
れ
る
一
六
四
八
年
創
業
、
浮
世
絵
や
文
献
に
も
記
録
に
残

る
料
亭
扇
谷
の
江
戸
時
代
の
味
を
今
も
残
す
名
物
玉
子
焼

き
や
王
子
稲
荷
近
く
の
創
業
明
治
二
十
年
、
百
二
十
年
の
歴

史
を
も
つ
石
鍋
商
店
の
久
寿
餅
な
ど
を
買
い
求
め
ま
し
た
。

　

最
後
に
訪
れ
た
旧
古
川
庭
園
は
、
石
造
り
の
洋
館
に
洋

風
庭
園
の
あ
る
大
正
初
期
の
庭
園
の
原
型
を
留
め
た
貴
重

な
存
在
で
あ
り
、
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
庭

園
に
は
数
十
種
類
の
バ
ラ
が
見
事
に
満
開
に
咲
き
誇
り
、

大
勢
の
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

帰
途
の
車
中
で
は
ビ
ン
ゴ
大
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
リ
ー
チ
の
後
、
な
か
な
か
ビ
ン
ゴ
が
出
ず
い
ら
い
ら
ど

き
ど
き
で
し
た
。『
ビ
ン
ゴ
』
の
声
と
と
も
に
賞
品
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。
賞
品
は
丸
山
部
会
長
が
静
岡
出
張
時
に
手
配

し
て
い
た
だ
い
た
大
河
ド
ラ
マ
で
話
題
の『
井
伊
直
虎
』に

関
す
る
も
の
や
、
パ
ル
・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
木
村
副
社
長

よ
り
協
賛
い
た
だ
い
た
コ
ラ
ー
ゲ
ン
・
ト
リ
ペ
プ
チ
ド
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
充
実
し
た
野
外
研
修
を
無
事
に
終
え
る
事
が

で
き
ま
し
た
。	

（
林　

隆
一
）

青年部会の皆さん

で
す
。
最
後
に
雲
に
隠
れ
て
い
た

富
士
山
が
顔
を
出
し
て
く
れ
た
の

で
皆
さ
ん
大
喜
び
で
し
た
。
次
は

昼
食
の
笹
ご
茶
屋
に
出
発
、
こ
こ

で
は
美
味
し
い
お
そ
ば
と
筍
御
飯

を
頂
き
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り

に
到
着
、
大
沢
農
園
さ
ん
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
佐
藤
錦
と
紅
秀

峰
を
沢
山
頂
く
事
が
出
来
て
、
最

高
に
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
お
み
や
げ
も
皆
さ
ん
買
い
ま

し
た
。

　

最
後
は
星
の
駅
い
ち
の
み
や
で
楽
し
い
お
買
い
物
を
し

て
、
一
路
、
大
泉
第
一
小
前
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
は
荒
井
副
会
長
が
難
し
い
漢
字
の
読
み

方
、
意
味
な
ど
を
お
話
し
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
、
学
生
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
一
日
で
す
が
、
会
員
の
皆
様
と
楽
し
く
親
睦
を
深

め
る
事
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。		

（
岩
澤	

薫
）

源
泉
部
会
開
講
式
・
第
一
回
研
修
会

「
平
成
二
十
九
年
度
源
泉
所
得
税
の
あ
ら
ま
し
」

　

源
泉
部
会
で
は
六
月
十
六
日(

金)

練
馬
西
税
務
署
に
お

い
て
開
講
式
並
び
に
第
一
回
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
よ
り
新
任
の
浅
井
部
会
長
、
本
部
の
丸
山
担
当

副
会
長
の
挨
拶
の
後
、
練
馬
西
税
務
署
の
池
田
副
署
長
よ

り
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
一
回
研
修
会
は「
平
成
二
十
九
年
度
源
泉
所
得
税
の
改

正
の
あ
ら
ま
し
」
と「
給
与
に
関
す
る
源
泉
徴
収
」
に
つ
い

て
で
す
。
講
師
は
花
房
上
席
調
査
官
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
源
泉
所
得
税
の
改
正
で
は
、
平
成
三
十
年
分

以
降
の
所
得
税
か
ら
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
の

見
直
し
が
あ
る
事(

こ
れ
は「
給
与
に
関
す
る
源
泉
徴
収
」

の
時
に
具
体
的
に
取
り
上
げ
ま
す)

、
現
行
の
N
I
S
A
に

積
立
N
I
S
A
が
加
わ
り
非
課
税
期
間
等
の
選
択
肢
が
広

が
る
事
、「
給
与
支
払
事
務
所
等
の
移
転
届
出
書
」
は

美味しいサクランボ！！

大泉学園駅前清掃の参加者

上石神井駅前清掃の参加者

武蔵関駅前清掃の参加者

石神井公園駅前清掃の参加者

浅井源泉部会長挨拶 簿記修了書授与
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編
集
後
記
　

　

情
報
誌「
い
ず
み
」を
い
つ
も
ご
愛
読
頂
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
振
り
返
り
ま
す
と
広
報
委
員
会
に

籍
を
置
き
ま
し
て
か
ら
早
十
六
年
経
ち
ま
す
。（
途
中
二
年
間

だ
け
他
の
委
員
会
に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
）が
、
こ
こ
六
年

間
は
議
長
と
し
て
会
の
進
行
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
変
化
を
さ
せ
て
き
た
つ
も

り
で
す
が
、「
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
、
過
去
を
踏
襲
し
た
だ
け
の

情
報
誌
」と
の
辛
口
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
た
こ
と
も
あ
り
、
そ

れ
で
は
、
ガ
ラ
ッ
と
変
え
て
も
っ
と
魅
力
的
な
情
報
誌
を
！

と
思
っ
て
は
み
て
も
、
な
か
な
か
勇
気
と
実
力
が
伴
わ
ず
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
次
期
荒
井
委
員
長
に
は
是
非
思
い

切
っ
た
企
画
を
立
て
て
頂
き
、
斬
新
で
楽
し
い
情
報
誌
の
制

作
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

広
報
委
員
に
な
っ
て
初
め
て
目
に
す
る
情
報
、
語
彙
等
、

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
頂
き
、
人
生
の
糧
と
な
り
ま
し
た
。

　

力
不
足
な
委
員
長
で
し
た
が
、
皆
様
に
支
え
ら
れ
お
役
を

務
め
ら
れ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
西
税
務
署
の
第
一
統
括
官
、
審

理
上
席
の
皆
様
方
に
は
、
お
忙
し
い
中
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

	

前
広
報
委
員
長　

小
室
由
紀
子

◆◆◆			行 事 案 内 	◆◆◆

◎
駅
前
清
掃

開
催
日	

平
成
二
十
九
年
九
月
九
日（
土
）

場　

所	

大
泉
学
園
駅
南
口

	

石
神
井
公
園
駅
北
口

	

上
石
神
井
駅
北
口

	
武
蔵
関
駅
南
口	

時　

間	
午
前
八
時
か
ら
午
前
九
時																												

※
雨
天
の
場
合
九
月
十
六
日（
土
）で
す
。

◎
献
血
大
会
の
ご
案
内

開
催
日	

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
五
日（
水
）

場　

所	

練
馬
西
税
務
署　

駐
車
場	

時　

間	

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

　

献
血
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

　「
花
の
小
鉢
」と

　「
け
ん
け
つ
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
」プ
レ
ゼ
ン
ト

※
同
時
に
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
も

　

実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
ゴ
ル
フ
同
好
会 
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

　

開
催
の
ご
案
内

開
催
日	

平
成
二
十
九
年
十
月
十
三
日（
金
）

場　

所	

美
里
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

※
な
お
、詳
細
は
同
封
の	「
案
内
・
申
込
書
」を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
決
算
法
人
説
明
会

　

平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
日（
水
）

　

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
ニ
日（
金
）

　

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
六
日（
木
）

　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
九
日（
水
）

　

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

　

場
所
：
練
馬
西
税
務
署
二
階
大
会
議
室

●
新
設
法
人
説
明
会

　

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
四
日（
木
）

　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
七
日（
月
）

　

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

　

場
所
：（
公
社
）練
馬
西
法
人
会
事
務
局

平
成
二
十
九
年
度 

決
算
法
人
説
明
会

及
び
新
設
法
人
説
明
会

みなさま！
冬場の血液確保にご協力を！！

血液型はもちろん、血液中の肝臓・腎臓・
コレステロール他、400mlにご協力頂けま
した方には赤血球・白血球・血小板数など、
血液構造の検査結果も後日10日前後でご
自宅に親展でお送りします。
※献血基準は16歳〜 69歳までの方
※献血前には、医師、看護婦による血圧、問診、
血液比重の測定により、献血頂けるかお調べし
ます。
健康な皆様のご協力をお願いします。


